
内
閣
衆
質
一
六
一
第
四
〇
号

平
成
十
六
年
十
二
月
七
日

内
閣
総
理
大
臣

小

泉

純

一

郎

衆

議

院

議

長

河

野

洋

平

殿

衆
議
院
議
員
佐
藤
謙
一
郎
君
提
出
遺
伝
子
組
み
換
え
大
豆
（
Ｇ
Ｍ
大
豆
）
の
生
産
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を

送
付
す
る
。

平
成
十
六
年
十
二
月
七
日
受
領

答

弁

第

四

〇

号



衆
議
院
議
員
佐
藤
謙
一
郎
君
提
出
遺
伝
子
組
み
換
え
大
豆
（
Ｇ
Ｍ
大
豆
）
の
生
産
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

�
に
つ
い
て

農
薬
取
締
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
八
十
二
号
）
第
十
二
条
第
三
項
及
び
農
薬
を
使
用
す
る
者
が
遵
守
す
べ
き
基
準
を

定
め
る
省
令
（
平
成
十
五
年
農
林
水
産
省
・
環
境
省
令
第
五
号
）
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
農
薬
を
使
用
す
る
者
は
、

同
法
に
基
づ
く
登
録
に
係
る
使
用
方
法
と
し
て
表
示
さ
れ
る
使
用
時
期
以
外
の
時
期
に
当
該
農
薬
を
使
用
し
て
は
な
ら
な
い

こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
同
法
第
十
二
条
第
三
項
の
規
定
に
違
反
し
た
場
合
に
は
、
同
法
第
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
、
三
年
以

下
の
懲
役
若
し
く
は
百
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
し
、
又
は
こ
れ
を
併
科
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

�
に
つ
い
て

御
指
摘
の
遺
伝
子
組
換
え
大
豆
（
以
下
「
本
遺
伝
子
組
換
え
大
豆
」
と
い
う
。
）
の
栽
培
に
使
用
さ
れ
る
除
草
剤
で
あ
る

ラ
ウ
ン
ド
ア
ッ
プ
の
使
用
方
法
に
関
す
る
農
薬
取
締
法
に
基
づ
く
登
録
の
内
容
の
変
更
を
目
的
と
し
た
試
験
は
、
現
在
は
行

わ
れ
て
い
な
い
と
承
知
し
て
い
る
。

�
及
び
�
に
つ
い
て

御
指
摘
の
西
南
農
場
に
お
い
て
、
本
遺
伝
子
組
換
え
大
豆
が
栽
培
さ
れ
、
販
売
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て
承

一



知
し
て
い
な
い
が
、
本
遺
伝
子
組
換
え
大
豆
は
、
平
成
八
年
に
、
「
農
林
水
産
分
野
等
に
お
け
る
組
換
え
体
の
利
用
の
た
め

の
指
針
」
（
平
成
元
年
四
月
二
十
日
付
け
元
農
会
第
七
百
四
十
七
号
農
林
水
産
事
務
次
官
通
知
）
、
「
組
換
え
Ｄ
Ｎ
Ａ
技
術

応
用
食
品
・
食
品
添
加
物
の
安
全
性
評
価
指
針
」
（
平
成
三
年
十
二
月
二
十
六
日
付
け
衛
食
第
百
五
十
三
号
厚
生
省
生
活
衛

生
局
長
通
知
）
及
び
「
組
換
え
体
利
用
飼
料
の
安
全
性
評
価
指
針
」
（
平
成
八
年
四
月
十
九
日
付
け
八
畜
Ｂ
第
五
百
八
十
五

号
農
林
水
産
事
務
次
官
通
知
）
に
基
づ
き
安
全
性
が
確
認
さ
れ
て
い
る
の
で
、
報
道
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
平
成
九
年
及
び
平

成
十
年
に
本
遺
伝
子
組
換
え
大
豆
が
栽
培
さ
れ
、
販
売
さ
れ
た
と
し
て
も
問
題
は
な
か
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

�
及
び
�
に
つ
い
て

こ
れ
ま
で
に
、
国
内
に
お
い
て
遺
伝
子
組
換
え
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
商
業
栽
培
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
あ
る
が
、
こ
れ
以
外

の
遺
伝
子
組
換
え
作
物
の
商
業
栽
培
が
行
わ
れ
た
事
例
に
つ
い
て
は
、
承
知
し
て
い
な
い
。

遺
伝
子
組
換
え
作
物
に
関
し
て
は
、
食
品
衛
生
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
百
三
十
三
号
）
、
農
林
物
資
の
規
格
化
及

び
品
質
表
示
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
七
十
五
号
）
、
飼
料
の
安
全
性
の
確
保
及
び
品
質
の
改

善
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
三
十
五
号
）
及
び
遺
伝
子
組
換
え
生
物
等
の
使
用
等
の
規
制
に
よ
る
生
物
の
多

様
性
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
五
年
法
律
第
九
十
七
号
）
（
以
下
「
食
品
衛
生
法
等
」
と
い
う
。
）
に
基
づ
き
、
所

二



要
の
規
制
措
置
が
設
け
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、更
に
御
指
摘
の
よ
う
な
措
置
を
講
ず
る
必
要
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

�
に
つ
い
て

大
豆
に
つ
い
て
は
、
大
豆
交
付
金
暫
定
措
置
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
二
百
一
号
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
農
林
水
産
大

臣
の
承
認
を
受
け
た
調
整
販
売
計
画
等
に
従
い
、
大
豆
の
集
荷
、
保
管
又
は
販
売
の
数
量
又
は
方
法
を
調
整
し
て
計
画
的
か

つ
合
理
的
に
そ
の
販
売
事
業
を
行
う
生
産
者
団
体
等
に
対
し
、
交
付
金
を
交
付
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
本
遺
伝
子
組
換

え
大
豆
に
つ
い
て
は
、
食
品
衛
生
法
等
の
規
定
に
よ
り
生
産
及
び
販
売
を
行
う
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
調
整

販
売
計
画
に
位
置
付
け
ら
れ
れ
ば
、
こ
れ
を
交
付
金
の
交
付
対
象
と
し
て
も
問
題
は
な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

�
に
つ
い
て

本
遺
伝
子
組
換
え
大
豆
に
関
し
て
は
、
�
及
び
�
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
、
所
要
の
規
制
措
置
が
設
け
ら
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
加
え
て
、
本
遺
伝
子
組
換
え
大
豆
を
栽
培
す
る
者
に
対
し
て
、
周
辺
農
家
等
の
理
解
を
十
分
に
得
る
こ
と

及
び
非
遺
伝
子
組
換
え
大
豆
と
の
交
雑
や
収
穫
物
の
混
入
を
防
止
す
る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
を
要
請
す
る
こ
と
と
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
御
指
摘
の
よ
う
な
法
規
制
を
設
け
る
必
要
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

三


